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論文題名： Perception, Cognition, and Linguistic Manifestations:  
 Investigations into the Locus of Meaning 
（知覚と認知とことばの表出 － 意味の在り処の追究） 
 
要約 
 The primary aim of this research is to elucidate the nature of language in terms of human cog-
nition.  For this specific purpose, my dissertation is twofold: one is the investigation of the rela-
tionship between the ways of the conceptualizer’s viewing the world and of linguistic manifestations, 
and the other is to reveal how conceptual structures of linguistic expressions are based on or origi-
nated in perception.   
 Concerning the first query, I make explicit the mechanisms of the formation of concepts and of 
the cognition of entities.  Specifically, I explore the nature of language diversity in terms of the two 
modes of cognition (i.e., to fuse with or detach from perception and conception) and argue that the 
conventionalized view of the world by the conceptualizer in the course of his native language ac-
quisition influences his construal of entities and linguistic manifestations.  
 Regarding the second query, I argue that the full elucidation of the relationship between human 
cognition and language needs to posit the role of our visual experience; i.e., numeral aspects of 
human conceptualization can be interpreted as general conceptual analogs of visual perception.  
On this basis, I state how cognition originated in or abstracted from perception influences the ways 
the conceptualizer views entities, and argue that linguistic manifestations and constructions can be 


























































にとっては actual plane 上の特定の実体であるが、聞き手はそれを ‘virtual instance’ とし
て概念化し、話者の意図を理解するところにこの構文の本質があることを論じた。具体
的に言えば、聞き手は there を参照点として新しく導入された事態を話し手の ‘viewing 
frame’ を通して理解するのであり、この場合、聞き手は話し手の意図を理解するために 
‘virtual plane’ 上にその事態を概念化し、それを日常の経験から脳内に蓄積された simu-
lation と照合するのである。このことから、このように概念化された事態は抽象的な ‘set-











‘action’ ‘controllability’ ‘location’ ‘relation’ ‘existence’ の内、have の意味に関与しているの





ity’という概念は S + have + NP + V構文の意味解釈にも関わっており、その前景化・背
景化により文主語が動作主あるいは経験者と認識されることで「使役文」あるいは「受
益文」と解釈されることを述べた。 
第 6章では二重目的語構文とそれに対応する S+V+ to/for 構文について考察し、ある
事態が両方の構文で言語化が可能であるのはその概念化に ‘domain of interpersonal rela-
tionship’ と ‘domain of source-path-goal image schema’ という 2つの認知ドメインがドメ
イン・マトリックス内に含まれており、前者が中心的なドメインとして前景化している
認識の場合には二重目的語構文で言語化され、後者が中心的なドメインとして前景化し
ている認識の場合には S+V+ to/for 構文として言語化されることを論じた。そしてこの
分析の利点として、事態把握において the domain of source-path-goal image schemaが関与
していることは、一見、Langacker (1986) の二重目的語構文と前置詞文の分析に類似し
ているように思えるが、本章ではこの認知ドメインの source と goal によって形成され
る pathは文主語から目的語へと固定されているのではなく、それぞれが事態の参与者
のどれに対応するかはその事態に因るのであり、このことから ‘The cops fined me $500 










捉えられた実体はその概念化に互いの存在が必要であるという意味で relational noun で
あり、概念的に依存的ということになる。Part IIIではこの知覚経験が概念世界での実
体の認識にも反映されていることを述べた。 




た。具体的には NP’s N では、Langacker (1993) の主張にもあるように、それぞれの名
詞は参照点・ターゲットとして認識されており、両者は共に概念的に自律的であるとい
うことになるが、 the N of NP では of は２つの実体が intrinsic な関係であり、NP は 
N を特徴付ける働きをしていることから、主要部のN は relational noun であり、概念




れに対して the N of NP では、NP が N を特徴付ける機能を果たしていることから、
NP’s N とは異なり目立ち度 (prominence) の 移行はなく、むしろ N と NP のそれぞ
れの目立ち度が保持されており、この違いが *the house’s front / the front of the house 等
の容認度の違いに反映されていることを述べた。 















 第 9章では非典型的な目的語を扱い、have a rest等の軽動詞構文の目的語名詞、take care 










語とした受動文が可能となることを主張した。そしてこの議論を踏まえ、make fun of, take 
care of 等のイディオム内部の目的語名詞(fun, care 等)の受動化の可能性もこれと同じ原
理に因ることを述べた。また、同族目的語も行為を名詞概念化したものであり、この意
味で ‘dance a sexy dance’は ‘dance sexily’ と同義である。しかし、 ‘dance a merry dance’ 
と ‘dance merrily’ は同義ではない。本章では前者では概念主体は ‘dance’という行為を
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主観的に解釈し、それを ‘sexy dance’ と名詞概念化しているのに対して、後者は概念主
体が ‘dance’ という行為を他の ‘dance’と比較し、それを ‘merry dance’ と述べているの
であり、それぞれで概念化の仕方が異なっていることを述べ、後者の場合には概念的自
律性が高く、それが受動文の容認可能性に反映していることを述べた。 
 



